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への AD 由来株と non-AD 由来株による感染実験を行った。皮膚の創傷治癒により 7 日後 
 には各疾患由来株で病変部位は治癒していくが、肉眼所見において AD 由来株は明らかに
FLG-KOマウスの病変部位の治癒が遅く、また、病理組織像よりリンパ球の浸潤や上皮の
肥厚化が認められた。non-AD 由来株も未処理と比較すると炎症が残存していたが、程度











の中で 1 つに集まらず点在しており、複数のクラスターを形成した。MLST (multi locus 
sequence typing)は、様々な菌種で行われている分類法の 1 つであるが、この MLST 解析
から、AD由来株は impetigo 由来株や SSSS 由来株といった皮膚疾患株とは違う型である
ことがわかり、AD由来株は多様なクローンから成り立っている。 
これまでに、AD 由来株の遺伝子改変は SSSS 由来株や impetigo由来株、sepsis 由来株
と異なり、非常に困難であり、外来性にプラスミドを挿入することが経験的に困難を極め
ていた。そこで、ゲノム解析から AD 由来株の特徴を明らかにするために、202 株のうち
GeneBank に登録済みの 4 株と当教室が配列決定した 6 株に加え、AD 由来株と他の疾患
由来株(non-AD 由来株)の計 21 株を選抜し、ドラフトゲノム配列を取得して比較ゲノム解
析からアプローチを試みた。 
ゲノム配列決定を行った 21 株の病原因子関連遺伝子の保有状況を調べると、non-AD 由
来株は病原遺伝子を多数保有するのに対して、AD 由来株は外来性病原因子をほとんど保
有しないという特徴を有していた。 




 以上の結果から、本論文は AD 由来黄色ブドウ球菌の皮膚バリア機能障害に随伴した病
態発現機構を解明するとともに、比較ゲノム解析から AD 由来株の特徴を明らかにした。
よって審査委員会委員全員は、本論文が著書に博士（歯学）の学位を授与するに十分な価
値あるものと認めた。 
